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行き動線来館者の展示体験展示空間屋内範囲
帰り動線

シアター

展示室１

桁：スギ製材120ｘ300
120ｘ330

棟梁：H-400ｘ400
棟梁：H-400ｘ400

鉄骨 H-150ｘ150柱：

小梁スパン
Max 13.5m

木造エリア

RCコアA

RCコアB

RCコアC

-小梁-
＜凡例＞

-柱-
■展示室・軒下部

■三日月壁内部

スギ製材（E50）

スギ製材（E50）
スギ製材（E50）
スギ製材（E50）

スギ製材（E50）
　　120ｘ300
　　120ｘ360

スギBP材 　　120ｘ480
スギBP材 　　12

　　12
0ｘ480

ヒノキBP材 0ｘ480
■展示室・軒下部

製材（E90）　　　  120ｘ120
製材（甲種2級）　　120ｘ150
製材（甲種2級）　　120ｘ180
製材（甲種2級）　　150ｘ180
製材（甲種2級）　　150ｘ210
製材（甲種2級）　　210ｘ210

　120ｘ120
　120ｘ180
　120ｘ210

t250

■外部
ヒノキ
ヒノキ
ヒノキ

ヒノキ
ヒノキ
ヒノキ
ヒノキ
ヒノキ
ヒノキ

製材（E90） 　　　　90ｘ90
製材（E90、E110）　105ｘ105
製材（E90、E110）　120ｘ120

RC壁 

配置図

眺望に合わせて決められた屋根のカーブ

計画地と周辺の関係

阿蘇山火口

計画地：阿蘇郡南阿蘇村河陽地内
用途：博物館

敷地面積：27027.99m2
延床面積：1210.29ｍ2
建築面積：1569.11ｍ2

構造：木造＋ＲＣ造（一部鉄骨造）
階数：平屋建て（地上 1階）
最高高さ：設計GL（480.60）＋8600

＜建物概要＞

阿蘇大橋付近の大規模山腹崩壊

▼
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ブルーシート
L77-40V
7.5PB 4/12

石垣 雨ざらし
L19-40B
10YR 4/1

石垣 軒下 1
L15-80B
5YR 8/2

石垣 軒下 2
L75-80A
5PB 8.5/0.5

瓦屋根
L75-70L
5PB 7/6

寺門の根元
L45-70D
5G 7/2

新町・古町（経年変によるグラデーションに着目）

レンガ壁
L22-60C
2.5Y6/1.5

水草 1
L35-80H
５GY 7/4

安山岩
L65-50B
5B 5/1

石垣
L22-70B
2.5Y 7/1

水草 2
L39-40H
10GY 4/4

草
L39-60L
10GY 6/6

独鈷山江津湖

トタン壁
L72-60H
5PB 6/4

L65-50B
5B 5/1

L95-50D
5RP 5/2

L89-30H
10P 3/4

L85-30D
5P 3/2

L72-45T
2.5PB 4.5/10

L75-40L
5R 4/6

L75-50B
5PB 5/1

L95-50B
5RP 5/1

L22-85B 
2.5R 8.5/1

L12-50L
2.5YR 5/6

L17-40H
7.5YR 4/4

地面の色
L09-40H
10R 4/4

木の色
L09-40L
10R 4/6

クスノキの葉
L35-50H
5GY 5/4

こけ
L32-50L
2.5GY 5/6

石垣 ベンチ
L05-80A
5R 8.5/0.5

石垣 土汚れ
L19-65D
10YR 6.5/2

熊本市動植物園熊本城

石垣 土汚れ
L19-65D
10YR 6.5/2

Aチーム：熊本市

阿蘇大橋展望所
の砕石
L55-85B
5BG 8.5/0.5

白川水源の土
L22-80H
2.5Y 7.5/3

白川水源の草
L45-80D
5BG 8/2

カヤ
L22-90H
2.5Y 9/4

俵山の石
L05-30B
5R 3/1

免の石展望所岩
L09-60D
10R 6/2

Bチーム：西原村、南阿蘇村、大津町

塩井社の石 1
L29-60D
10Y 6/2

塩井社の石 2
L35-50D
5GY 5/2

塩井社の石 3
L45-30D
5G 3/2

アスファルト
の骨材
L55-60B
5GB 6/1

萌の里の石 1
L09-60L
10R 6/6

萌の里の石 2
L09-50L
10R 5/6

免の石展望所
の石 1
L09-50F
10R 5/3

免の石展望所
の石 2
L09-40H
10R 4/4

柿色
L07-40V
7.5R 4/12

赤みの葉色
L07-40X
7.5R 4/14

赤石色
L09-40L
10R 4/6

落ち葉色
L15-40P
5YR 4/8

灰みの葉色
L15-40B
5YR 4/1

いがぐり色
L15-40H
5YR 4/4

桜の幹色
L15-75B
5YR 7.5/1

ススキ色
L17-70D
7.5YR 7/2

みんなの家色
L17-80A
7.5YR 8/0.5

堂園土色
L19-M40D
10YR 4/2

ゆず色
L21-75X
1.25Y 7.5/14

イチョウ色
L22-70V
2.5Y 7/12

ウリ色
L29-80H
10Y 8/4

芭蕉色
L37-60D
7.5GY 6/2

Cチーム：益城町、御船町

長部田海床路 馬門石 ネーブル畑 網田焼窯跡 工房 青爾 境目団地内集会所
Dチーム：宇土市、宇城市

有明海
L65-70B
5B 7/1

馬門石（石垣）
L09-70H
10R 7/4

馬門石（石切場）
L07-70F
7.5R 7/3

ネーブル
L21-75X
1.25Y 7.5/14

ネーブル畑の石垣
L42-70H
2.5G 7/4

大屋根の基礎
L19-70H
10YR 7/4

釡戸の外壁
L12-70L
2.5YR 7/6

天草陶石
L17-90B
7.5YR 9/1

水に混ぜる
L19-90F
10YR 9/3

素焼き
L09-90D
10R 9/2

作品 1
L09-90D
10R 9/2

作品 2
L75-30P
5PB 3/8

集会所の壁
L17-50L
7.5YR 5/6

既存建物の壁
L22-85F
2.5Y 8.5/3

自転車置き場の壁
L15-80D
5YR 8/2

熊本地震震災ミュージアム　WS
リサーチで採取した色リスト
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阿蘇大橋展望所
の砕石
L55-85B
5BG 8.5/0.5

白川水源の土
L22-80H
2.5Y 7.5/3

白川水源の草
L45-80D
5BG 8/2

カヤ
L22-90H
2.5Y 9/4

俵山の石
L05-30B
5R 3/1

免の石展望所岩
L09-60D
10R 6/2

Bチーム：西原村、南阿蘇村、大津町

塩井社の石 1
L29-60D
10Y 6/2

塩井社の石 2
L35-50D
5GY 5/2

塩井社の石 3
L45-30D
5G 3/2

アスファルト
の骨材
L55-60B
5GB 6/1

萌の里の石 1
L09-60L
10R 6/6

萌の里の石 2
L09-50L
10R 5/6

免の石展望所
の石 1
L09-50F
10R 5/3

免の石展望所
の石 2
L09-40H
10R 4/4

柿色
L07-40V
7.5R 4/12

赤みの葉色
L07-40X
7.5R 4/14

赤石色
L09-40L
10R 4/6

落ち葉色
L15-40P
5YR 4/8

灰みの葉色
L15-40B
5YR 4/1

いがぐり色
L15-40H
5YR 4/4

桜の幹色
L15-75B
5YR 7.5/1

ススキ色
L17-70D
7.5YR 7/2

みんなの家色
L17-80A
7.5YR 8/0.5

堂園土色
L19-M40D
10YR 4/2

ゆず色
L21-75X
1.25Y 7.5/14

イチョウ色
L22-70V
2.5Y 7/12

ウリ色
L29-80H
10Y 8/4

芭蕉色
L37-60D
7.5GY 6/2

Cチーム：益城町、御船町

長部田海床路 馬門石 ネーブル畑 網田焼窯跡 工房 青爾 境目団地内集会所
Dチーム：宇土市、宇城市

有明海
L65-70B
5B 7/1

馬門石（石垣）
L09-70H
10R 7/4

馬門石（石切場）
L07-70F
7.5R 7/3

ネーブル
L21-75X
1.25Y 7.5/14

ネーブル畑の石垣
L42-70H
2.5G 7/4

大屋根の基礎
L19-70H
10YR 7/4

釡戸の外壁
L12-70L
2.5YR 7/6

天草陶石
L17-90B
7.5YR 9/1

水に混ぜる
L19-90F
10YR 9/3

素焼き
L09-90D
10R 9/2

作品 1
L09-90D
10R 9/2

作品 2
L75-30P
5PB 3/8

集会所の壁
L17-50L
7.5YR 5/6

既存建物の壁
L22-85F
2.5Y 8.5/3

自転車置き場の壁
L15-80D
5YR 8/2

熊本地震震災ミュージアム　WS
リサーチで採取した色リスト
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7.5PB 4/12
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石垣 軒下 1
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5YR 8/2

石垣 軒下 2
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5PB 8.5/0.5

瓦屋根
L75-70L
5PB 7/6

寺門の根元
L45-70D
5G 7/2

新町・古町（経年変によるグラデーションに着目）

レンガ壁
L22-60C
2.5Y6/1.5

水草 1
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５GY 7/4

安山岩
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石垣
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10GY 4/4

草
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独鈷山江津湖
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地面の色
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L09-40L
10R 4/6

クスノキの葉
L35-50H
5GY 5/4
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阿蘇大橋展望所
の砕石
L55-85B
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白川水源の土
L22-80H
2.5Y 7.5/3

白川水源の草
L45-80D
5BG 8/2

カヤ
L22-90H
2.5Y 9/4

俵山の石
L05-30B
5R 3/1

免の石展望所岩
L09-60D
10R 6/2

Bチーム：西原村、南阿蘇村、大津町

塩井社の石 1
L29-60D
10Y 6/2

塩井社の石 2
L35-50D
5GY 5/2

塩井社の石 3
L45-30D
5G 3/2

アスファルト
の骨材
L55-60B
5GB 6/1

萌の里の石 1
L09-60L
10R 6/6

萌の里の石 2
L09-50L
10R 5/6

免の石展望所
の石 1
L09-50F
10R 5/3

免の石展望所
の石 2
L09-40H
10R 4/4

柿色
L07-40V
7.5R 4/12

赤みの葉色
L07-40X
7.5R 4/14

赤石色
L09-40L
10R 4/6

落ち葉色
L15-40P
5YR 4/8

灰みの葉色
L15-40B
5YR 4/1

いがぐり色
L15-40H
5YR 4/4

桜の幹色
L15-75B
5YR 7.5/1

ススキ色
L17-70D
7.5YR 7/2

みんなの家色
L17-80A
7.5YR 8/0.5

堂園土色
L19-M40D
10YR 4/2

ゆず色
L21-75X
1.25Y 7.5/14

イチョウ色
L22-70V
2.5Y 7/12

ウリ色
L29-80H
10Y 8/4

芭蕉色
L37-60D
7.5GY 6/2

Cチーム：益城町、御船町

長部田海床路 馬門石 ネーブル畑 網田焼窯跡 工房 青爾 境目団地内集会所
Dチーム：宇土市、宇城市
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5B 7/1

馬門石（石垣）
L09-70H
10R 7/4

馬門石（石切場）
L07-70F
7.5R 7/3

ネーブル
L21-75X
1.25Y 7.5/14

ネーブル畑の石垣
L42-70H
2.5G 7/4

大屋根の基礎
L19-70H
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釡戸の外壁
L12-70L
2.5YR 7/6

天草陶石
L17-90B
7.5YR 9/1

水に混ぜる
L19-90F
10YR 9/3

素焼き
L09-90D
10R 9/2

作品 1
L09-90D
10R 9/2

作品 2
L75-30P
5PB 3/8

集会所の壁
L17-50L
7.5YR 5/6

既存建物の壁
L22-85F
2.5Y 8.5/3

自転車置き場の壁
L15-80D
5YR 8/2

熊本地震震災ミュージアム　WS
リサーチで採取した色リスト
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壁：PBt9.5の上EP塗装
亜鉛鉄板t1.6

LGS

壁：コンクリート洗い出し
SA

SA

RA

▽平均GL1+0=1FL＋600

破風・水切：
SGL鋼板t0.4木下地

特注タイル貼りt13

開口部：スチールカーテンウォール
高透過複層ガラス：HS8+A12+HS8

捨てコンt=40
ポリスチレンフォームt=30
ポリエチレンフィルムt=0.15
砕石t=70

床下断熱材：ポリスチレンフォームt=30
ポリエチレンフィルムt=0.15
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沢津野溶岩砕石

手摺：St-〇34Φ
支柱：St-FB 16x44 ＠900

1/100

小梁受材：スギ製材120x300

天井：PBt9.5の上EP塗装
木下地

壁：コンクリート補修の微弾性塗装

基礎下砕石盛土

沢津野溶岩砕石

小梁（RC壁間） 
120x120～210＠910

マリオン：St-FB 32x50

内部柱：ヒノキ製材
150x210

垂木接合-小梁側面（480せい）
4－bolt M12

小梁垂木接合（480せい）
4－bolt M12

桁：スギ製材
120x330or300

垂木：スギ製材
105x180

垂木：
スギ製材
105x180垂木：スギ製材

105x180 小梁接合
Hobafix HF200

構造用ビス
Φ10 L260＠303

垂木接合 小梁上端（120-210せい）
構造用ビス 
2-Φ10 L320 ねじ長100

小梁接合
Hobafix HF200

小梁受材：
スギ製材120x300

小梁受材：
スギ製材120x300 A.bolt M12＠606

A.bolt 2-M12＠910

小梁接合
大入＋
フリーアングル羽子板セット
1－TK6x185Ⅱ斜め打ち

小梁接合
大入＋
フリーアングル羽子板セット
1－TK6x185Ⅱ斜め打ち

小梁の接合耐力に応じて
・Hobafix
・大入＋フリーアングル羽子板
を使いわける。

甲乙梁：
スギ製材90x90@910

柱-桁-小梁接合金物
Top.PL t9,Φ90
Rod Φ30
DPIN 4-Φ12,L=90

柱-桁-小梁接合金物
Top.PL t9,Φ90
Rod Φ30
DPIN 4-Φ12,L=90小梁接合

G.PL t6
DPIN 4-Φ12,L=105

桁接合
G.PL t6
DPIN 8-Φ12,L=105

小梁：
スギまたはヒノキBP材
120x480

小梁：
スギまたはヒノキBP材
120x480

小梁：
スギ製材
120x210

小梁：
スギ製材
120x120-210

垂木接合 小梁上端
（300-360せい）
構造用ビス 2-Φ10
L320 ねじ長100

小梁：スギ製材
120x300
120x360*
*360せい垂木干渉部は
小梁上端カット

コンクリートショットブラスト仕上げ

ベンチ
コンクリート

ショットブラスト仕上げ

100 400

小梁：スギまたはヒノキBP材 120ｘ480

天井：PBt9.5の上EP塗装
LGS

軒天井：
ケイ酸カルシウム板t6の上EP塗装
木下地
垂木 105x180 先端斜めカット

特注タイル貼り 195 x 195 x t13
弾性接着剤t5
無機質発砲断熱材t20
特殊ブチルゴムt1
非加硫ブチルゴム防水シートt1.2
構造用合板t24
垂木 105x180
現場発泡硬質ウレタンフォームt45
小梁（表し部） 120x300～480＠455

▽1FL±0=設計GL＋200

▽最高軒高 1FL+7950

▽最高高さ 1FL+8400
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△梁下端

甲乙梁：スギ製材90x90@910

120

熊本地震震災ミュージアム KIOKU は、熊本地震の記憶を後世へ繋げ、自然の
恵みと驚異を伝えて行くミュージアムである。
阿蘇の雄大な自然の風景に呼応するように、流れるような平屋の屋根を敷地に
かけ、屋根のカーブによって周囲の風景を切り取るよう計画することで、阿蘇の山
や空に自然と目が向かうような佇まいを目指した。
敷地を横切るように架けられた屋根は、展示空間であると同時に、隣接する旧東
海大学阿蘇校舎一号館へと訪れた人々を導く動線でもある。屋根の半分は軒下
とし、室内は熊本地震の展示に触れる場、軒下は周囲の風景を眺めながら自ら
考えることを促す場となっている。展示空間を室内に閉じないことで、少し離
れた旧一号館を訪れる経験や、帰り道に近隣にある別の震災遺構を訪れる経験も、
ひとつながりに感じられるようにした。 

平面図　S=1:1200

展示室 2 外輪山シアター エントランス 軒下

断面図　S＝1:80 接合部平面詳細図 S＝1:20

各接合部詳細図　
S＝1:30

あ部（RC外壁-小梁-受材接合部）A矢視図
（RC壁間 小梁-垂木接合）

B矢視図（表し小梁-垂木接合）

え部（軒先先端部）　S=1:10

あ部

い部（RC内壁-小梁-受材接合部）

い部

う部（木柱-桁-小梁接合部）

う部

え部

益城町潮井公園での石拾い

地域の風景をつくる色を集める

研ぎ出しのタイルづくり

WSの成果をまとめた色見本

タイルが使われた館名サイン

壁やサインなどに採用している

＜概要＞
所在地：熊本県阿蘇郡南阿蘇村
施主：熊本県
施工：橋本・豊建設工事共同企業体（建築）
協成設備工業（機械）、昭電社（電気）
主要用途：博物館
構造種別：木造 + 鉄筋コンクリート造一部鉄骨造
敷地面積：27027.99 ㎡
建築面積：1569.11 ㎡
延床面積：1210.29 ㎡
規模：地上 1 階地下 1 階
竣工：令和 5 年 3 月 31 日

展示室内や通路は緩やかなスロープとなっており、旧一号館へはバリアフリーでアクセス可能である。

自然の営みと共に生きる震災ミュージアム 阿蘇の風景

■自然換気解析
阿蘇カルデラの地形から、敷地には全方位から風が吹くため、
窓と出入口を開放した際の自然換気の解析を行い、中間期において
いずれの方位の風でも良好な室内環境となるように計画した。

■WS
設計・施工の各段階においては、熊本県内の建築学生とともにワークショップを行い、地震によって被
害を受けた市町村の方々のお話を伺いつつ、町の色を採取して建築の色に反映したり、地域の小学生た
ちと一緒に益城町でさまざまな色の石を拾い、研ぎ出すことで館名サインを製作した。

阿蘇の風景や近隣の陶芸家を訪れリサーチ
を行い、屋根には阿蘇黄土や野焼きの灰を
使ったオリジナルタイル、壁は阿蘇地域の
アスファルトやコンクリートの骨材として
使われるはんれい岩の色味を活かした洗い
出しを行うなど、地域とのつながりを感じ
られる素材を用いている。

■素材 /リサーチ

■構造ダイアグラム
構造は、３つの RC 造のコアとそれらを繋
ぐ木造屋根架構で構成され、一部スパンの
ある棟に鉄骨を用いている。RC 壁で水平力
を負担することで、木の柱は鉛直力と耐風
圧のみを負担することになり、風景に対し
て開放的な立面をつくることができている。
RC コアの剛性に対して木架構は著しく柔ら
かく、半屋外の軒下を通じての水平力の伝
達はほとんど行われない。そこで地震力に
対しては 3 つのエリアを独立したものとし
て解析すると同時に、全体を一つとみなし
た場合も安全性を確認している。また木造
架構は仕上げや防水の性能に対しては十分
な硬さを保持しているため連続した一枚屋
根が可能となっている。

地階

1階
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